
2 道徳科の評価のポイント　～生徒の成長につながる評価～

1 目標・指導・評価の密接な関連
　道徳科の目標を実現するには，目標と指導・評価が密接な関連をもって実施されることが重要です。指導方法の工夫
なくして評価は語れません。

3 生徒の学びを見取る手がかり
　学びを見取る手がかりとして，学習指導要領解説では二つの視点を提示しています。

4 組織的・計画的な評価　～生徒や保護者に届ける～
　授業を交流したり，意見や所感を交換したりして，組織的・計画的に評価に関わる力量を高めましょう。生徒や保護者
に向けて，道徳科の評価の考え方や評価結果をていねいに説明していくことも大切です。

5 発言や記述が苦手な生徒に対する配慮
　発言や記述ではない形で表出する生徒の姿に着目したり，机間指導の際に意図的に問いかけ生徒の考えを聞き取った
りします。それぞれの「困難さの状態」を把握したうえで配慮することが大切です。

6 評価のための資料

●  数値による評価ではなく，記述式で行う評価。
●  個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価。
●  相対評価ではなく，生徒の成長に着目し，よい点や可能性，成長の状況を積極的に受け止めて認め，励ます個人内評
価。（特に顕著とみられる具体的な学習状況を記述する。「よさや成長」に限定し，課題は記述しない。）

Q  「大くくりなまとまりを踏まえた評価」とは？

　生徒がどのような学習を行っているのか，
その学びの過程においての「よさや成長」
を評価します。

●  学びの姿とよさや成長を見取り，生徒を認め，励ます。
・ 自己を見つめることができたか。
・ 物事を広い視野から多面的・多角的に考えることができたか。
・ 人間としての生き方について考えを深めることができたか。

縦断的
学習状況を時間的に並べて，
成長の状況を認める。

横断的
個人の目標に向けた学習状況
を横並びにして，特に顕著な
ところをよさと認める。

●  生徒一人一人が活躍する授業。
●  教師が，生徒の本音に耳を傾けようとする授業。
●  話し合いを通して多様な見方・考え方に気づき，学びの意
義を実感できる授業。

道徳科における評価
～教科書・教師用指導書を活用して～

学習を重ねる中で
分析・改善・蓄積

道徳科の目標
第1章総則の第1の2の（2）に示
す道徳教育の目標に基づき，より
よく生きるための基盤となる道徳
性を養うため，道徳的諸価値につ
いての理解を基に，自己を見つめ，
物事を広い視野から多面的・多角
的に考え，人間としての生き方に
ついての考えを深める学習を通し
て，道徳的な判断力，心情，実践
意欲と態度を育てる。

　時間的な大くくりと，学習や内容項目全体の大くくりの，二つの意味があり
ます。一定の期間を経て「縦断的」「横断的」に見取っていくことが大切です。

く
り
返
す

指導

評価

Q  「よい点や可能性，成長の状況
を積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価」とは？

●一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。
●道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

●  ノート，ワークシート，感想文等のファイル  
生徒の学習の過程や成果等の記録を取りためておいたものを見直すことで，一定期間での成長や変容を見取ること
ができます。

●エピソード 生徒の発言や活動の様子などのエピソードを記録・蓄積します。
●観察 発言や記述が苦手な生徒の様子を観察したり，意図的に指名したりして，記録・蓄積します。
●面接 生徒と直接会話をし，表情や態度，発言内容などを記録します。
●座席表シートの活用 ねらいに関わって特に観察したい生徒の姿を見取り記録します。

組織的・計画的な評価を推進するために
●評価のために集める資料や評価方法を明確にする。
●  評価結果について教師間で検討し，評価の視点など
の理解を図り，共通実践する。

●評価に関する実践事例を蓄積し共有する。

発言や記述ではない形で表出する 
生徒の姿に着目する
・ 教師や他の生徒の発言に聞き入っ
たりうなずいたりする姿　　　
・自分の思いをつぶやく姿
・ 役割演技や動作化等の表現活動を
行っている姿
・ 隣の席の生徒やグループで話して
いる姿
　　　　　　　　　　　　　　など

生徒・保護者と評価を共有するために
●  道徳科の評価の考え方を，「通信」や保護者会など
で発信する。

●  三者面談などの際に，道徳授業でのよさや成長をと
もに確認する。

●  保護者参加型の授業を実施し，授業の主題について
ともに考え，語り合う。

想定される「困難さの状態」に応じて配慮する
●  発達障害等のある生徒に対しては，一人一人の困難さをしっかりと
把握したうえで，他者の心情を理解するために役割を交代して動作
化や劇化をしたり，見通しをもちやすくするために学習ルールを明文
化したりするなどの指導上の工夫をする必要がある。

●  海外から帰国した生徒及び外国籍や外国にルーツのある生徒の多く
は，我が国とは異なる言語や生活習慣，行動様式を身につけている。
また，日本語の理解が不十分なために，他の生徒と意見を伝え合うこ
とが難しいことも考えられる。発言や記述以外の形で見られる姿に
着目し，評価を行う必要がある。

道徳科の授業のねらい

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

第1回 第2回 第3回 第4回

第5回 第6回 第7回 第8回

第9回 第10回 第11回 第12回

令和３年度用　中学校道徳　内容解説資料

本資料は，一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。



１年　　組　　番

道徳の学びを振
ふ

り返ろう

教材名

選んだ理由・学んだことに関係する経験

□満足
□まあ満足
□あまり満足していない
□満足していない

教材名

感想 その理由

　今学期（今期）の道徳授業で「ためになった」「勉強になった」「心に残った」などと
思う教材を三つ選び，記入しましょう。

期末

道徳授業を受けての感想を教えてください。また，その理由も書きましょう。

　 1 で選んだ教材の中でいちばん考えさせられた教材を選び，その理由と，授業後に
授業で学んだことに関係する経験などがあったら書きましょう。

今学期（今期）の道徳授業を通じて，自分が成長したと思うことを書きましょう。

1
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3
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教科書巻末には，学期ごと
や1年間の学習を振り返る
ページをつけました。
生徒の中・長期的な学びの
姿を見取ることができます。

108 109

生徒の学習活動と主な発問・予想される生徒の反応 指導上の留意点

⁃展開例 ⁃板書例・板書のポイント……生徒のよさを見つける場面と手がかり……生徒のよさを見つける場面と手がかり

ワークシート編 p.1₅　　 音声CD DISC2-3（７分1₉秒）
デジタル資料集 整理しよう　挿絵　学びの道しるべ（小さな道しるべ付き）　やってみよう

導
入
（
５
分
）

展
開
（
35
分
）

終
末
（
10
分
）

○学校の内外，個人や集団を問わず考え
させる。意見がまとまらない生徒には，
「いつ？」「誰に対して？」などと個別
に問いかけ，体験を振り返らせる。

○何人かに発表させ，意見を板書する。
○日常生活を懺悔する時間にならないよ
う，深追いしない。

○範読後，登場人物それぞれの行動と，
そこに見られる人柄とを黒板に図示す
るなどして，全体の場で確認する。

○言いたい理由と，言いたくない理由そ
れぞれについて考えさせる。

○何人かに発表させ，意見を板書する。
○健二の朝の様子や，「首を振る」とい
う行為の意味などに注目させる。

○何人かに発表させ，意見を板書する。

○個人で考えてから，班で話し合わせる。
聞く態度，伝え方，記述

○話し合いが進まない班には，健二が先
生に本当のことを言おうとしていた理
由について考えさせる。

○一つ意見が出されたら，それに対して，
「なぜすっきりするの？」「なぜ本当の
友情が生まれるの？」などと，さらに
その理由を考えさせる。

○導入であげた事例を思い出させる。
○健二のよい点や，大輔の態度の問題点
などを振り返らせる。
発言，記述

聞く態度，伝え方，記述

発言，記述

１　失敗したときの行動について，経験を出し合う。
○失敗したのに正直に謝れなかったのは，どんな時だろう。
・家で弟のジュースをまちがって飲んでしまった時。
・学校で，宿題や提出物などの忘れ物をした時。
○人の意見に流されてしまったことはあるだろうか。導入

２　「裏庭でのできごと」を読み，誠実に行動することの
意義について話し合う。
○サッカー部の練習が終わったあとも，健二の気が重かっ
たのは，なぜだろう。 学びの道しるべ 1

・先生に正直に言ってすっきりしたいが，そうすると今
度は大輔との関係が悪くなると思ったから。
・先生に本当のことを言いたいが，言ったら大輔がうそ
をついたことを先生に知られることになるから。

○健二は職員室に向かう時，首を横に振りながら，どんな
ことを考えていたのだろう。 学びの道しるべ 2

・もうこれ以上，暗い気持ちのままではいたくない。
・割ったのは僕なんだから，きちんと謝ろう。
・大輔も，あとで話せばきっとわかってくれる。

◎自分のまちがいを謝ることで，どんなことが得られ
るだろう。 学びの道しるべ 3

・すっきりした気持ち。
・本当の友情。
・やるべきことに集中できる心。
・先生や周囲からの信頼。

３　自分で判断し行動するときに大事だと思うことは何か，
考えをまとめる。
○失敗したり，周りに流されそうになったりして，正直に
行動ができなくなりそうなときには，どんなことを第一
に考えればよいだろうか。
・堂々と，明るい気持ちでいられること。
・みんなで正しい行動をとれるように話し合うこと。
・自分の行動の責任は，自分でとること。
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⁃評価の視点

多面的・多角的に考える
誠実に行動し自らの行為の結果に責任をもつ

ことの大切さについて，３人の登場人物の心情
を理解しながら考えを深めている。
自分のこととして考える
誠実に生きるために大事にすべきことについ

て，主人公の葛藤を共感的に捉え，自らの経験
と重ねて考えを深めている。

生徒のよさを伝える言葉の例

・誠実に行動することの大切さと難しさについ
て，自分の体験と重ねながら記述していまし
た。

・自分の行動に責任をもつために必要なことに
ついて，自分の意見と理由を伝えながら，他
の人の意見をメモしていました。

・誠実さを大切にしてこれから自分はどう行動

したいか，対話の中で考えを深めていました。

⁃授業を振り返って

✓ ⃞　話し合いを通して，誠実に行動し，自らの
行為の結果に責任をもつことの価値につい
て，多面的・多角的に考えさせることがで
きたか。 

✓ ⃞　誠実に行動し，自らの行為の結果に責任を
もつことの大切さや難しさを，自分のこと
として捉え考えることができる問いが導入
や終末

 

で適切になされていたか。

矢印でつなぐことで，健二が本当の
ことを言おうとした理由をもとに考
えることができるようにする。

「言いたい理由」と「言いたくない
理由」を分けて書くことで，健二の
葛藤を共感的に捉えやすくする。

教師がコメントを返すことで，学
習意欲の向上につながります。

学習を振り返り，自己評価します。
記号の選択だけでなく，その根
拠を以前の授業と比較するなど
して記述するように促します。
学習を通しての変容や成長を見
取ることができます。

教材中の登場人物を通して考え
たことや生活を振り返って考え
たこと，他者の考えにふれて感
じたことなどを記述します。
生徒の道徳的な見方・考え方を
把握する手がかりとなります。

本時の主な見取りのポイント。
どの場面で，何を手がかりに生徒の学習状況を把握するかを例示しています。

教師用指導書　ワークシート編を使って

教師用指導書　解説・展開編を使って

教科書を使って

授業ごとの見取り

通知表・指導要録の作成へ

大くくりなまとまりでの見取り

見取りたい生徒のよ
さの例。
評価文を作成する際
の参考にもなります。

指導方法の評価の例。

1単位時間における評
価の視点例。

ワークシート編には，全教
材分のデジタルデータも収
録しています（PDF／Word

／一太郎）。
発問を変えるなど，アレン
ジして使うことも可能です。

継続して蓄積するこ
とで，学習に取り組
む姿勢や，記述の内
容や量の変化に気づ
くことができます。

「自分なりに考えを深めた内容を
書くようになったこと」や，「既習
の内容や体験と関連づけて考え
ている場面」に着目するなど，評
価の視点をもつことが大切です。

提出用に切り離
して使うことも可
能です。

「測る」評価ではなく，「育てる」評価です。
成長の尺度は個々の生徒の中に存在しています。教師の見取りと違う場合もあり
ます。
自己評価は，「そうありたい」という生徒の願いや思いでもあります。生徒の学び
を支援する評価をしましょう。
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1年間の道徳の学びを振
ふ

り返ろう

学びたかったこと

がんばりたかったこと

　1年生になった時に思った「学びたかったこと」「がんばりたかったこと」は実行で
きましたか。1年間を振り返って書きましょう。

1年間の道徳授業を通じて，自分が成長したと思うことを書きましょう。

来年度は，どんな 2年生になりたいですか。
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2 道徳科の評価のポイント　～生徒の成長につながる評価～

1 目標・指導・評価の密接な関連
　道徳科の目標を実現するには，目標と指導・評価が密接な関連をもって実施されることが重要です。指導方法の工夫
なくして評価は語れません。

3 生徒の学びを見取る手がかり
　学びを見取る手がかりとして，学習指導要領解説では二つの視点を提示しています。

4 組織的・計画的な評価　～生徒や保護者に届ける～
　授業を交流したり，意見や所感を交換したりして，組織的・計画的に評価に関わる力量を高めましょう。生徒や保護者
に向けて，道徳科の評価の考え方や評価結果をていねいに説明していくことも大切です。

5 発言や記述が苦手な生徒に対する配慮
　発言や記述ではない形で表出する生徒の姿に着目したり，机間指導の際に意図的に問いかけ生徒の考えを聞き取った
りします。それぞれの「困難さの状態」を把握したうえで配慮することが大切です。

6 評価のための資料

●  数値による評価ではなく，記述式で行う評価。
●  個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価。
●  相対評価ではなく，生徒の成長に着目し，よい点や可能性，成長の状況を積極的に受け止めて認め，励ます個人内評
価。（特に顕著とみられる具体的な学習状況を記述する。「よさや成長」に限定し，課題は記述しない。）

Q  「大くくりなまとまりを踏まえた評価」とは？

　生徒がどのような学習を行っているのか，
その学びの過程においての「よさや成長」
を評価します。

●  学びの姿とよさや成長を見取り，生徒を認め，励ます。
・ 自己を見つめることができたか。
・ 物事を広い視野から多面的・多角的に考えることができたか。
・ 人間としての生き方について考えを深めることができたか。

縦断的
学習状況を時間的に並べて，
成長の状況を認める。

横断的
個人の目標に向けた学習状況
を横並びにして，特に顕著な
ところをよさと認める。

●  生徒一人一人が活躍する授業。
●  教師が，生徒の本音に耳を傾けようとする授業。
●  話し合いを通して多様な見方・考え方に気づき，学びの意
義を実感できる授業。

道徳科における評価
～教科書・教師用指導書を活用して～

学習を重ねる中で
分析・改善・蓄積

道徳科の目標
第1章総則の第1の2の（2）に示
す道徳教育の目標に基づき，より
よく生きるための基盤となる道徳
性を養うため，道徳的諸価値につ
いての理解を基に，自己を見つめ，
物事を広い視野から多面的・多角
的に考え，人間としての生き方に
ついての考えを深める学習を通し
て，道徳的な判断力，心情，実践
意欲と態度を育てる。

　時間的な大くくりと，学習や内容項目全体の大くくりの，二つの意味があり
ます。一定の期間を経て「縦断的」「横断的」に見取っていくことが大切です。

く
り
返
す

指導

評価

Q  「よい点や可能性，成長の状況
を積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価」とは？

●一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。
●道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

●  ノート，ワークシート，感想文等のファイル  
生徒の学習の過程や成果等の記録を取りためておいたものを見直すことで，一定期間での成長や変容を見取ること
ができます。

●エピソード 生徒の発言や活動の様子などのエピソードを記録・蓄積します。
●観察 発言や記述が苦手な生徒の様子を観察したり，意図的に指名したりして，記録・蓄積します。
●面接 生徒と直接会話をし，表情や態度，発言内容などを記録します。
●座席表シートの活用 ねらいに関わって特に観察したい生徒の姿を見取り記録します。

組織的・計画的な評価を推進するために
●評価のために集める資料や評価方法を明確にする。
●  評価結果について教師間で検討し，評価の視点など
の理解を図り，共通実践する。

●評価に関する実践事例を蓄積し共有する。

発言や記述ではない形で表出する 
生徒の姿に着目する
・ 教師や他の生徒の発言に聞き入っ
たりうなずいたりする姿　　　
・自分の思いをつぶやく姿
・ 役割演技や動作化等の表現活動を
行っている姿
・ 隣の席の生徒やグループで話して
いる姿
　　　　　　　　　　　　　　など

生徒・保護者と評価を共有するために
●  道徳科の評価の考え方を，「通信」や保護者会など
で発信する。

●  三者面談などの際に，道徳授業でのよさや成長をと
もに確認する。

●  保護者参加型の授業を実施し，授業の主題について
ともに考え，語り合う。

想定される「困難さの状態」に応じて配慮する
●  発達障害等のある生徒に対しては，一人一人の困難さをしっかりと
把握したうえで，他者の心情を理解するために役割を交代して動作
化や劇化をしたり，見通しをもちやすくするために学習ルールを明文
化したりするなどの指導上の工夫をする必要がある。

●  海外から帰国した生徒及び外国籍や外国にルーツのある生徒の多く
は，我が国とは異なる言語や生活習慣，行動様式を身につけている。
また，日本語の理解が不十分なために，他の生徒と意見を伝え合うこ
とが難しいことも考えられる。発言や記述以外の形で見られる姿に
着目し，評価を行う必要がある。

道徳科の授業のねらい

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

第1回 第2回 第3回 第4回

第5回 第6回 第7回 第8回

第9回 第10回 第11回 第12回
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